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１．都市づくりのグランドデザイン（木造住宅密集地域関連） 
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目指すべき新しい都市像 
４つの地域区分と２つのゾー
ンの考え方 

◆グランドデザインの位置付け 
 「2040年代の東京の都市像とその実現に向けた道筋について」を踏まえ、目指 
 すべき東京の都市の姿と、その実現に向けた都市づくりの基本的な方針と具体  
 的な方策を示す行政計画 

東京の特色 
・大規模な拠点 
・緑の豊かな住宅地 
・魅力あのある商店街 
・風情のある下町 
・町工場 

地域特性等を踏まえた新たな地域区分 



１．都市づくりのグランドデザイン（木造住宅密集地域関連） 
 
◆目指すべき新しい都市像 
 新たな地域区分 
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中枢広域拠点域 
 おおむね環状７号線内側の区域で、高密な道路・交通ネットワークを生かし、国際的なビ  

 ジネス・交流機能や業務・商業などの複合機能を有する中核的な拠点が形成 

 老朽建築物の更新や木造住宅密集地域の解消、緑や水辺空間の保全・創出が進み、中心部 

 では高密度の、縁辺部では中密度の緑豊かで潤いのある複合市街地 



  目指すべき都市像（都市づくりグランドデザイン） 

平 成 3 0 年 5 月 

防 災 都 市 づ く り 課 

（部会）   ・年度スケジュール、検討方針の確認  
         ・具体的な検討（議論） 
        →推進計画・地域危険度・避難場所  

①委員会（２回） 
②防災都市づくり推進計画検討部会（４回） 
③地域危険度測定調査部会（２回） 
④避難場所検討部会（１回） 

 （その他）部会において新たな施策等の検
討 
   

①運営方針・スケジュール 
②（区部）整備地域と重点整備地域のゾーニングの検討 
  （多摩部）延焼遮断帯の形成基準とゾーニングの検討 
③危険量によるランク分けの検討（絶対評価基準） 
④避難場所等の追加指定と避難道路の安全性の検討 

 （その他）建基法の改正を見据え、不燃改修の事業化検
討 
  →耐震改修もあわせて実施した場合、補助金の割増な
ど 

2020（平成32年度）防災都市づくり推進計画改定：計画期間2025（平成37年度） 

 基本方針計画期間：2025年までの5年間（平成37年度） 
 整備プログラムの計画期間：2025年までの10年間（平成42年度） 

 都市づくりのグランドデザインを受け、2040年代に木造住宅密集地域を安全・安心で東京ならではの街並みに変える 
  

木造住宅密集地域が解消された魅力的な住宅市街地 
 

 ～木造住宅密集地域を、安全安心で東京ならではの街並みに変える～ 

・地域全体が燃えない・倒れないまちになっている 
 

・木造住宅密集地域が東京ならではの街並みに再生されている 
 

・居住者の生活に配慮した魅力的な移転先を確保し、コミュニティが持続している 

１．都市づくりのグランドデザイン（木造住宅密集地域関連） 
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都市の将来イメージ 
（木造密集地域が解消された 

魅力的な住宅市街地） 

木造住宅の良さや、路地の雰囲気
を活かしたまちとして再生 

耐震化・不燃化 
 

延焼遮断帯の形成 



■国際ビジネス交流ゾーン 

・国際的なビジネス・交流機能や業務・商業などの複合機能 
・芸術・文化、スポーツなどの多様な特色を有する拠点が数多く形成 
・緑豊かで潤いのある複合市街地、充実した鉄道ネットワークで魅力的な居住生活が実現 

・国際的な中枢業務機能が高度に集積した中核的な拠点が複数形成 
・国際的なビジネス・交流機能の強化と、その持続的な更新 
・国際的に高い水準を持つ都市環境が整備 

■中枢広域拠点域－おおむね環状７号線まで－【東京の中枢機能を支える範囲】 

２．土地利用調査特別委員会（中枢広域拠点域と国際ビジネス交流ゾーン） 6 

（出典：東京都「都市づくりのグランドデザイン－東京の未来を創ろう－（平成29年９月）」） 

平成30年6月13日 
第2回土地利用調査 
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２．土地利用調査特別委員会（拠点、木密地域、低層住居専用地域の配置など） 

• 中枢広域拠点域の西側・北側には、木密地域（整備地域）が分布し、西側には、生活拠点や低層住居専用地域が比較的多く分布
している。 

（出典：東京都「新しい都市づくりのための都市開発諸制度活用方針」(平成30年)、「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」(平成26年)、 
    防災都市づくり推進計画(平成28年)、「都市づくりのグランドデザイン－東京の未来を創ろう－（平成29年９月） 
    国土交通省「国土数値情報 道路密度・道路延長メッシュデータ（平成22年）」より作成） 

中野 

下北沢 

武蔵小山 

三軒茶屋 

センター・コア・エリア 
環７とセンター・コ
ア・エリアの間の区
域 

整備地域（木密） １２．５％ ２５．７％ 

低層住居専用 
地域 

２．２％ １１．１％ 

※各区域の土地面積に対する比 
立石 

国際ビジネス交流ゾーンのイメージ 
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２．土地利用調査特別委員会（環状７号線内側の拠点の例） 

・グランドデザインでは、武蔵小山は拠点として将来像が描かれているが、駅周辺は木密整備地域に指定されている。 
・一方で、駅の近接地区は武蔵小山駅東地区として街並み再生地区に指定され、街区の再編と高度利用を促進している。 

武蔵小山駅 

整備地域 
林試の森周辺・荏原地域 

小山三丁目第一地区 
市街地再開発準備組合 

小山三丁目第二地区 
市街地再開発準備組合 

武蔵小山パルム駅前地区 
市街地再開発組合 

武蔵小山パルム駅前地区 
市街地再開発組合 
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環状７号線内側の拠点の例 

・立石もグランドデザインで拠点として位置付けられているが、周辺は木密整備地域であり重点整備地域に指定されている
区域もある。 
・一方で、駅の近接地区では再開発の機運が高まっており、土地の高度利用による拠点の形成を進めている。 

京成立石駅 
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